
 

 

2-01 魅力の創造と発信 

 

 

 

視 点 

●市民がまちの魅力を共有し、交流を深め、経済・文化が活発なまちにすること 

●船場公園・管理棟を核とした交流人口を拡大すること 

●市民に愛され、親しまれる港があるまちにすること 

 

 

2-01-01 観光・地域間交流 

 

令和８年度の目指す姿  

●道の駅るもいを核として、留萌らしい地域資源を生かした体験型観光とインバウンド（外国人が

訪れてくる旅行）の受入れ環境整備が推進され、外国人観光客を含めた交流人口が拡大するとと

もに、人情港町留萌のブランド力が向上されています。 

 

前 期 ５ 年 間 の 検 証 

●留萌観光協会や観光関連事業者との連携による観光振興を図ってきたところですが、夏季偏在・

通過型観光からの脱却は図られていない状況です。 

●豊かな自然と食はあるものの、観光関連事業者が少なく、人的資源が不足しています。 

●広域連携によるインバウンド（外国人が訪れてくる旅行）の受入れ環境整備事業などにより、外

国人観光客は増加傾向でしたが、新型コロナウイルス感染症の影響により、外国人観光客が大幅

に減少していることから、新たな旅行スタイルの定着が必要です。 

 

現 状 と 課 題  

●民間事業者との協働により、新たな体験メニューも作られていますが、夏季偏在・通過型観光か

らの脱却が課題です。 

●豊かな自然や食はあるものの、観光関連事業者が不足していることから、戦略的な観光施策の推

進が必要です。 

●新型コロナウイルス感染症の影響により、これまで増加傾向だった外国人観光客が大幅に減少し

ていることから、今後のウィズコロナ・アフターコロナを見据えた新たな旅行スタイルの定着を

図ることが重要です。 
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2-01 魅力の創造と発信 

 

 

後期５年間の方向性  

●民間との協働により、道の駅るもいを核とした観光グランドデザイン（長期に渡る大規模な計画）

を構築し、留萌らしい観光・体験メニューの創出に努めます。 

●地域資源を活用するとともに、人的資源の活用・新たな観光関連人材の育成などにより、観光関

連産業の進展と創出を図っていきます。 

●ウィズコロナ・アフターコロナを見据え、広域連携により地域の魅力を発信することで、外国人

観光客を含めた交流人口の拡大に努めていきます。 

●地域の特性を最大限に生かし、マリンレジャー（海でのレジャー）に対応する既存施設の整備・

向上を図りながら、行政、市民、民間団体と一体となり、四季を通じて観光客が楽しめる魅力の

向上や環境の整備を図り、観光の振興を推進するとともに、ソフト面については、「おもてなし

の心」が今後ますます重視され、地域の人的交流への期待と意識が高まることから、観光ホスピ

タリティ（心からのおもてなし）の向上と充実を図ります。 

●道の駅るもいにおいて、留萌地域の特産品をはじめとした情報発信機能や施設への訪問頻度を強

化するとともに、さらなる来場者の増加と満足度の向上を図るため、令和４年度の道の駅るもい

屋内交流・遊戯施設の開設を生かし交流人口の拡大を図ります。 

●国内の大手アウトドアメーカーとの包括連携協定に基づき、アウトドアを中心とした観光グラン

ドデザイン（長期に渡る大規模な計画）の策定に向けて連携を図るとともに、留萌市を拠点とし

た道の駅るもいとの連携によるアウトドア観光周遊ルートの構築、アウトドアアクティビティ

（屋外の自然豊かな所で楽しむレジャー）の開発や推進を図ります。 

 

数 値 目 標 ※現状：Ｒ2

指 標 項 目 現状 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7 Ｒ8 

観光客の入込み数 (千人) 297.1 290.3 295.5 300.7 305.9 311.1

観光入込客宿泊客延人数 (千人) 18.0 20.0 20.5 21.0 21.5 22.0

訪日外国人宿泊客延人数 (人) 170 269 319 379 449 529

 

 

2-01-02 国際交流 

 

令和８年度の目指す姿  

●民間の国際交流団体が中心となり、国際化の進展に対応するために様々な分野での交流が行われ

ています。 

 

前 期 ５ 年 間 の 検 証 

●国際交流への理解と市民レベルでの国際交流が推進されるような環境づくりのため、留萌市国際

交流協会が行う新年交礼会や日本文化交流事業など、市内の外国人技能実習生などの在住外国人

と市民の交流を中心に事業が開催されています。 

●姉妹都市のウラン・ウデ市や友好港湾の営口港との交流については、周年事業に限られているな

ど、国際交流が活発に行われていない状況です。 
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2-01 魅力の創造と発信 

 

 

現 状 と 課 題  

●事業を積極的に展開することにより交流の機会が増えていましたが、新型コロナウイルス感染症

の影響により、既存の交流事業の実施が難しい状況です。 

●市民の外国人に対する意識や交流するための受け入れ態勢などが整備されていないため、交流が

一部団体に限られ、市民レベルでの意識や理解の高まりが見られていない状況です。 

 

後期５年間の方向性  

●ウィズコロナ・アフターコロナを見据え、北海道国際交流・協力総合センターなどを通じて、他

自治体の事例や取り組みに対する人的・財政的な支援の情報などを収集し、市民レベルでの交流

促進に向けた意識を高めていくよう、民間主導の体制づくりに努めていきます。 

●市内企業の人材確保の観点から、外国人の定住に向けた共生社会づくりが不可欠となっているた

め、市民と外国人が共生し、互いに安心して暮らせる持続可能な社会の実現に向けた取り組みに

ついて、留萌市国際交流協会とも連携しながら進めていきます。 

 

数 値 目 標 ※現状：Ｒ2

指 標 項 目 現状 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7 Ｒ8 

国際交流事業参加者数 (人) 0 210 220 230 240 250

 

 

2-01-03 公園緑地 

 

令和８年度の目指す姿  

●市民や他都市からたくさんの人が来訪し、子どもからお年寄りまでが安心して時間を過ごすこと

で、笑い声や笑顔があふれています。 

●船場公園から様々な情報が発信され、まちなかへの誘導により賑わいが続いています。 

 

前 期 ５ 年 間 の 検 証 

●船場公園については、高規格幹線道路深川・留萌自動車道の全線開通や道の駅るもいの開業に伴

い交流人口が増加し、広域情報交流拠点としての役割を果たしており、令和４年度の道の駅るも

い屋内交流・遊戯施設の開設により、さらなる賑わいの創出や留萌の魅力の発信が期待されます。

●市内の公園全体としては、公園の長寿命化に基づく遊具等の更新を着実に進めるとともに、町内

会などとのパートナーシップ制度による緑化の推進や環境美化に努めていますが、市民の満足度

は向上していない状況です。 

 

現 状 と 課 題  

●船場公園については、高規格幹線道路深川・留萌自動車道の全線開通や令和２年度の道の駅るも

いの開業により、交流人口が増加している状況であり、令和４年度の道の駅るもい屋内交流・遊

戯施設の開設により、さらなる賑わいの創出などが期待される一方、増加してきた交流人口が減

少しないように、魅力の発信などを継続して実施していくことが重要です。 
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2-01 魅力の創造と発信 

 

 

後期５年間の方向性  

●道の駅るもいを広域情報交流拠点として、今後においても、さらなる賑わいの創出や魅力発信に

努めていきます。 

 

数 値 目 標 ※現状：Ｒ2

指 標 項 目 現状 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7 Ｒ8 

観光客の入込み数 (千人) 297.1 290.3 295.5 300.7 305.9 311.1

 

 

2-01-04 留 萌 港

 

令和８年度の目指す姿  

●北海道を代表する旭川・富良野・美瑛など観光地とのアクセスの向上により、毎年客船が寄港す

るなど、北北海道の海の玄関口として確立されています。 

●みなとオアシスるもいによる情報発信や港の施設を一時的に開放したイベントの開催など、港が

身近に感じられるようになっています。 

 

前 期 ５ 年 間 の 検 証 

●新型コロナウイルス感染症の影響もあり、令和元年度のにっぽん丸寄港を最後に、客船の寄港は

ありませんが、北北海道観光の玄関口としての役割だけではなく、管内観光ツアーによる地域の

経済効果の拡大を目指すため、客船寄港誘致を継続していくことが必要です。 

 

現 状 と 課 題  

●客船の寄港は、多くの乗船客やクルーによる観光消費、関連産業への経済効果が期待できる一方、

市民を挙げた歓迎体制の整備など、寄港地としての特色ある魅力づくりが重要です。 

 

後期５年間の方向性  

●交流人口の増加を図るため、客船寄港誘致を継続していきます。 

●道の駅るもいとの連携により、港における賑わい創出を図っていきます。 

 

数 値 目 標 ※現状：Ｒ2

指 標 項 目 現状 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7 Ｒ8 

留萌港への客船寄港数  (隻) 0 1 1 1 1 1

 

 

2-01-05 関係・交流人口の創出と民間協働

 

令和８年度の目指す姿  

●ふるさと会への参加を通じた魅力などの発信により、首都圏での物産販路の拡大につなげ、留萌

市への関心を持ってもらうことで、新たな関係人口が構築されています。 

●持続可能な運営手法の構築への取り組みにより、スポーツ団体及び音楽団体の合宿誘致が促進さ

れています。 
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2-01 魅力の創造と発信 

 

 

前 期 ５ 年 間 の 検 証 

●四季折々の自然や美しい景観など、多様な資源を活用し、スポーツ、イベントなどを通じた交流

や芸術・文化などにふれあう機会を通じた交流を拡大していくことが必要です。 

●平成 26 年度より開催されている音楽合宿は、７年間で約 2,000 人の市外在住者が参加し、その

うちの５人が留萌市内への就職に結びつくなど、多くの成果をもたらしていますが、今後も交流

人口の拡大や経済活性化などを目的とした持続可能な事業継続が重要です。 

●新型コロナウイルス感染症の影響による交流人口の停滞はあったものの、道の駅るもいの開業に

より交流人口が増加しています。 

 

現 状 と 課 題  

●近年の高速交通網や情報ネットワ－クの整備、さらには、住民個々の意識・価値観の多様化によ

る自然環境やゆとりへの志向の高まりのほか、レジャーや余暇の拡大などと合わせ地方に対する

関心も強まってきていることから、地域間交流の活発化を図ることが重要です。 

●留萌市にある資源や地域力などを活用し、新しい人の流れを「縁」につなげ、交流人口や関係人

口の拡大・創出を図り、将来の移住、定住につなげることが求められています。 

●道の駅るもいの開業により船場公園への来場者は増加しましたが、施設の整備や情報発信機能の

強化を図りながら、さらなる交流人口の拡大を図ることが重要です。 

 

後期５年間の方向性  

●観光、自然、文化、地場産品などについて、パンフレット・映像・Ｗｅｂ・ＳＮＳなどを活用し、

他地域への情報発信に努めるとともに、観光客をはじめ、留萌市を訪れる人たちを市民の誰もが

温かく迎え入れるよう意識の向上を図り、真心のこもったおもてなしができるよう、サービス関

係者などとの連携を図ります。 

●東京・札幌で開催されるふるさと会への参加を通じて、留萌市の情報や魅力を発信するとともに、

ふるさと納税に関する取り組みを強化することで、特産品や観光等の視点からＰＲ活動を強化

し、首都圏での物産販路の拡大につなげ、寄附者に留萌市への関心を持ってもらうことで、新た

な関係人口の構築を図ります。 

●スポーツ団体及び音楽団体の合宿誘致を促進するためにも、実施主体である市民活動団体への支

援を継続するとともに、持続可能な運営手法の構築に取り組みます。 

●地域の課題解決と活性化に向けて、民間企業の知見を取り入れる「包括連携協定」の推進を図り

ます。 

 

数 値 目 標 ※現状：Ｒ2

指 標 項 目 現状 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7 Ｒ8 

ふるさと会参加者数 （人） 0 250 250 250 250 250

ふるさと納税寄附件数 （件） 30,404 40,000 45,000 50,000 55,000 60,000

企業版ふるさと納税企業数 （件） 0 1 1 1 1 1

域外企業との連携件数 （件） 4 7 8 9 10 11
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